
　　　第２期行財政改革プログラム　個別取組工程表

所
管

項
目

備
考

評価基準 A:目標を上回って達成　B:目標を概ね達成　C:未達成

評
価

26
年
度
C

課題
関連事業との調整の結果、検討を継続していくこととなったため、
行革効果がでるまで時間を要する。

改善策 関連事業の推移を注視しながら、検討を継続していく。

実
績

(平成26年度)
受益者負担のあり方、対象事業について関連する事業との調整を進める

28年度 29年度
工
　
　
程

当初予定

26年度 27年度 28年度 29年度

進捗状況

(実績・見込)

26年度 27年度

2-14 老人福祉センターにおける受益者負担の検討

実
施
内
容

老人福祉センターのあり方懇話会（平成２５年度開催）での意見を参考に、老人福祉センターの施設
利用にかかる受益者負担のあり方、対象となる事業等を検討します。

目
標
平成２６年度から、受益者負担のあり方、対象となる事業等を検討

健康福祉 局 長寿社会 部 高齢施策推進 課

検討結果を踏まえた施設運営 受益者負担のあり方、
対象事業等の検討 
検討結果の反映 

検討結果を踏まえた施設運営 受益者負担のあり方、
対象事業等の検討 
検討結果の反映 

検討結果を踏まえた施設運営 
受益者負担のあり方、
対象事業等の検討 
検討結果の反映 


